
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】台車の使用範囲が多用途で、悪路なども軽快で

あり、ハンドル操作が容易で安価な多用途軽快三輪台車

を提供する。

【解決手段】滑り止め２と水抜き荷台とで構成した荷台

とそのフレーム３に大外径で柔軟性な支持車輪を前部に

１輪、後部に２輪備え３輪とし、その後部車輪５ｂの取

り付け位置を荷台幅より内側に設定し、荷台後部から荷

台全体長さの約１／４の位置で、内側に設定することを

特徴としたものである。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ４ 方 向 に 運 搬 物 の 滑 り 止 め 及 び 台 全 体 に 水 抜 き を 設 け た 荷 台 と そ れ を 固 定 す る フ レ ー ム
と で 構 成 さ れ た 架 台 の 中 央 先 端 に 前 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 １ 輪 を 設 け 、 荷 台 長 手 方 向 後
方 末 端 か ら 内 側 寄 り で 、 荷 台 幅 方 向 の 内 側 及 び 中 心 位 置 か ら 同 一 間 隔 で 、 左 右 対 称 の 後 輪
接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 ２ 輪 を 設 け 、 左 右 後 方 両 端 部 か ら 支 持 さ れ た 操 作 ハ ン ド ル で 形 成 さ
れ た こ と を 特 徴 と す る 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 記 載 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 全 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 の 最 低 外 径 を ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 車
輪 幅 を ５ ０ ｍ ｍ 以 上 と し 、 後 部 の 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 の 中 心 幅 を 荷 台 幅 の ５ ０ ％ 以 上 と
し 、 ハ ン ド ル 側 の 荷 台 末 端 を 基 点 に 荷 台 全 体 長 さ の ２ ５ ％ 内 側 の 位 置 と し 、 全 接 地 部 柔 軟
性 支 持 車 輪 の 着 脱 を 容 易 に し 、 車 体 の 軽 量 化 と そ れ に よ る コ ス ト 削 減 で 安 価 提 供 が 可 能 に
な っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 記 載 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 荷 台 と 操 作 ハ ン ド ル と 後 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 の
位 置 関 係 か ら 、 て こ 原 理 を 応 用 し た 安 定 ハ ン ド ル 操 作 に よ り 、 誰 も が 容 易 に 操 作 が で き る
こ と で 、 農 作 業 や 悪 路 又 は 雪 道 な ど で も 軽 快 感 を 損 な わ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及
び 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 農 作 物 の 取 り 入 れ や そ の 他 の 運 搬 作 業 を 容 易 に し 、 畑 の 畝 間 や 、 雪 道 な ど の
凹 凸 部 分 も 軽 快 に 動 か す こ と が で き る 安 価 な 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 三 輪 運 搬 車 は 、 手 押 し 型 一 輪 車 の 後 部 下 側 の 両 側 に 左 右 一 対 の 補 助 輪 を 設 け た 手
押 し 型 三 輪 車 が 、 実 用 新 案 文 献 （ 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ７ ５ ０ ３ １ 号 ） に あ り 、 ま た 特 許 出
願 中 の 多 機 能 三 輪 台 車 （ 特 許 出 願 ２ ０ ０ ３ － ３ ４ ７ ６ ２ ２ ） な ど が 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 に 関 し て は 、 従 来 の 一 輪 車 後 部 か ら 、 左 右 に 下 部 に 向 け 、 サ ブ フ レ ー ム が 伸 び て お
り 、 そ の 末 端 に 小 径 の 補 助 輪 を 設 け た も の で あ る 。 こ れ は 、 重 量 物 運 搬 の 軽 減 を 目 的 と し
た も の と 思 わ れ る が 、 平 坦 的 な 床 面 や 地 面 に は 効 果 的 で あ り 、 腰 痛 対 策 な ど の 効 果 は 期 待
で き る が 、 作 業 部 署 が 平 坦 部 と 限 定 さ れ て し ま い 、 多 用 途 に は 使 用 で き な い も の と 推 測 さ
れ る 。 ま た 、 運 搬 物 を 入 れ る バ ケ ッ ト が 、 す り 鉢 上 で あ る 為 、 運 搬 物 も 限 定 さ れ る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 後 記 に 関 し て 云 え ば 、 実 用 範 囲 が 広 範 囲 で あ り 、 作 業 性 な ど も 容 易 で あ る が 、 コ ス ト 面
で 若 干 の 負 担 が あ り 、 一 般 作 業 者 の 負 担 軽 減 に は 難 し い も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 手 押 し 台 車 と 云 え ば 、 工 場 や 運 送 会 社 な ど に 使 用 さ れ て い る ４ 車 輪 付 き の 台 車 が
殆 ど で あ る 。 そ の 台 車 は 、 前 輪 が 自 在 車 輪 と 後 輪 が 自 在 車 輪 で 方 向 転 換 を す る の が 一 般 的
で あ る が 、 ど れ も 平 坦 な 床 面 及 び 地 面 の 運 搬 作 業 を 目 的 と し 、 利 点 と 云 え ば 重 量 物 の 運 搬
が 出 来 る も の で あ る 。 し か し 、 悪 路 又 は 雪 道 な ど に は 適 し て い な い の が 実 情 で あ る 。 そ の
反 対 に 、 重 量 物 の 運 搬 に は 適 さ な い が 畑 や 建 設 現 場 な ど の 凹 凸 あ る 場 所 へ の 適 応 で 、 １ 輪
車 が 主 流 で 存 在 し て い る 。 こ れ は 持 つ 作 業 に よ り 、 身 体 へ の 負 担 増 が 懸 念 さ れ 、 腰 を 曲 げ
た 老 人 な ど に は 、 使 用 で き な い 運 搬 車 で あ る 。
　 こ れ ら 、 従 来 あ る 台 車 及 び 運 搬 車 を 踏 ま え て み て も 悪 路 を 軽 快 に 走 り 、 安 定 性 と 作 業 性
に 富 み 、 安 価 で あ る こ と を 含 め 、 こ れ ら 全 項 目 を 満 足 さ せ る こ と が で き 、 提 供 で き る 台 車
は 、 存 在 し な い の が 現 実 で あ り 、 多 方 面 か ら 求 め ら れ て い る も の で あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
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【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 、 こ れ ら 問 題 を 解 決 し 、 平 坦 な 床 面 や 地 面 は も ち ろ ん 、 畑 の 畝 間 の 運 搬 や 雪 道
な ど の 運 搬 作 業 に 適 用 し 、 一 般 工 場 や 運 送 業 又 は 農 林 水 産 現 場 な ど 多 用 途 へ の 作 業 性 の 向
上 を 図 れ 、 安 価 な 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 自 重 が 軽 量 で あ り な が ら 、 重 量 物 の 運 搬 も 可 能 に し た
構 造 で あ り 、 ハ ン ド ル を 下 に 押 す こ と に よ り 、 前 輪 が 浮 き 、 容 易 な 方 向 転 換 が 可 能 で あ る
。 こ の 時 の ハ ン ド ル の 押 し 下 げ る 力 は 少 な く 、 子 供 か ら 老 人 ま で 無 理 な く 運 搬 で き る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 ４ 方 向 に 運 搬 物 の 滑 り 止 め 及 び 台 全 体 に 水 抜
き を 設 け た 荷 台 と そ れ を 固 定 す る フ レ ー ム と で 構 成 さ れ た 架 台 の 中 央 先 端 に 前 輪 接 地 部 柔
軟 性 支 持 車 輪 １ 輪 を 設 け 、 荷 台 長 手 方 向 後 方 末 端 か ら 内 寄 り で 、 荷 台 幅 方 向 の 内 側 及 び 中
心 位 置 か ら 同 一 間 隔 で 、 左 右 対 称 の 後 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 ２ 輪 を 設 け 、 左 右 後 方 両 端
部 か ら 支 持 さ れ た 操 作 ハ ン ド ル で 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 全 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 の 最 低 外 径 を ２ ０ ０
ｍ ｍ 、 車 輪 幅 を ５ ０ ｍ ｍ 以 上 と し 、 後 部 の 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 の 中 心 幅 を 荷 台 幅 の ５ ０
％ 以 上 と し 、 ハ ン ド ル 側 の 荷 台 末 端 を 基 点 に 荷 台 全 体 長 さ の ２ ５ ％ の 内 側 の 位 置 と し 、 全
接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 の 着 脱 を 容 易 に し て 、 車 体 の 軽 量 化 と そ れ に よ る コ ス ト 削 減 で 安 価
提 供 を 可 能 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 荷 台 と 操 作 ハ ン ド ル と 後 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持
車 輪 の 位 置 関 係 か ら 、 て こ 原 理 を 応 用 し た 安 定 ハ ン ド ル 操 作 に よ り 、 誰 も が 容 易 に 操 作 が
で き る こ と で 、 農 作 業 な ど の 悪 路 又 は 雪 道 で も 軽 快 感 を 損 な わ な い よ う に し た も の で あ る
。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 第 １ 効 果 と し て 、 車 輪 の 接 地 部 分 が 柔 軟 性 に 飛 ん で い る
こ と や 、 そ の 外 径 が 大 き い こ と な ど 車 輪 の 接 地 部 分 の 安 定 性 が 大 き い こ と か ら 、 悪 路 な ど
の 衝 撃 吸 収 に 優 れ て い る こ と が 上 げ ら れ る 。 平 坦 部 は も ち ろ ん 、 砂 利 が 敷 き 詰 め ら れ て い
る 場 所 や 、 凹 凸 な ど の 起 伏 が あ る と こ ろ は 、 ３ 点 支 持 の 効 果 か ら も バ ラ ン ス 的 に 優 れ て い
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ 効 果 と し て 、 車 輪 が ３ 輪 で あ る こ と か ら 、 前 輪 の １ 輪 が 通 常 の 方 向 性 を 指 示 し 、 細
い 道 路 の 運 搬 を 示 唆 し て く れ る も の で あ る 。 前 輪 が ２ 輪 の 場 合 、 平 坦 な 床 面 な ど で は 、 問
題 点 は 起 き な い が 、 凹 凸 の 場 所 に お い て は 、 １ 輪 が 浮 い た り し な が ら の 運 搬 に な り 、 方 向
性 も 不 安 定 に な り が ち で あ る 。 前 輪 が １ 輪 で あ る こ と で 、 常 に 支 点 と な り 、 し っ か り し た
３ 車 輪 の 接 地 が で き る 為 、 方 向 性 の 安 定 は 確 実 で あ る こ と が 云 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ 効 果 と し て は 、 後 輪 が ハ ン ド ル よ り 、 前 側 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と か ら 、 ハ ン ド
ル 部 分 の 方 向 転 換 は 、 少 量 の 力 を ハ ン ド ル に 押 し 付 け る こ と で 前 輪 を 浮 か せ 、 簡 単 に で き
る も の で あ る 。 本 考 案 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 荷 台 に コ ン テ ナ ２ 箱 を 乗 せ た と す る と 後 輪
の 取 り 付 け 位 置 は 、 後 部 側 コ ン テ ナ の 中 心 に 位 置 す る も の で 、 後 部 コ ン テ ナ に 重 量 物 を 前
部 コ ン テ ナ に 軽 量 物 を 乗 せ る と 僅 か な 力 で 、 方 向 転 換 が 可 能 で あ る 。 そ の 反 対 に 於 い て も
身 体 に 負 担 を 掛 け る こ と な く 目 的 を 果 た す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ４ 効 果 と す れ ば 、 後 輪 ２ 輪 が 荷 台 幅 の 中 心 部 寄 り に 取 り 付 け ら れ て 入 る 為 、 畑 の 畝 間
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や 、 畑 の 狭 い 道 な ど に 適 用 で き る も の で あ る 。 一 般 的 に は 畑 の 作 物 を 運 搬 す る 場 合 、 １ 輪
車 を 使 用 す る が 、 そ の 本 体 を 持 ち 上 げ る こ と の 負 担 や 、 下 ろ し た 時 の 畝 の 破 壊 な ど が 発 生
し て い る 。 本 考 案 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 そ の 問 題 点 を な く し 、 作 業 者 の 運 搬 に 対 す る
負 担 軽 減 と 畝 の 破 壊 を 最 小 限 に す る こ と が で き た も の で あ る 。 更 に 荷 台 が 畝 上 面 と ほ ぼ 同
一 面 に 位 置 す る こ と か ら 、 運 搬 物 の 積 み 下 ろ し が 容 易 で あ る の も 効 果 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ５ 効 果 と し て は 、 滑 り 止 め 目 を な る べ く 低 く し て 、 多 種 の 箱 や 運 搬 物 に 支 障 の な い 高
さ に し た こ と や 、 荷 台 の 台 部 分 を 全 体 的 な 水 抜 き と す る こ と で 、 常 時 、 乾 い た 荷 台 を 提 供
で き る も の で あ る 。 バ ケ ッ ト 式 の 台 車 や １ 輪 車 は 、 溜 ま り 水 が で き 、 作 業 性 に 支 障 を き た
し て い る が 、 本 考 案 で は 水 を 使 用 し て い る 作 業 や 、 雨 水 の 溜 ま り は 、 全 く な い 状 態 で あ る
こ と と 、 そ の 周 り に 滑 り 止 め を 施 し て い る が 、 そ の 影 響 も な い の が 、 利 点 の ひ と つ で あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ６ 効 果 と し て は 、 軽 量 素 材 で 構 成 さ れ た 部 材 に よ り 、 最 大 限 の 軽 量 化 を 図 っ た も の で
あ る と 同 時 に 車 輪 外 径 と 車 輪 幅 が 大 き い こ と か ら 、 安 定 性 が あ り 、 そ の 車 輪 も 取 り 付 け ナ
ッ ト を 少 し 緩 め る だ け で 、 取 り 外 し が 容 易 に で き る も の で あ る 。 つ ま り 、 車 輪 の 交 換 が 簡
単 で 、 短 時 間 で 済 ま せ る こ と が で き る も の で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 に つ い て 、 図 １ の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 側 面 図 及 び 図 ２ の 多 用 途 軽 快 三
輪 台 車 の 底 面 図 を 参 照 に 説 明 を す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 架 台 は 、 軽 量 な フ レ ー ム ３ を 主 体 に 構 成 さ れ て お り 、 荷 台 全 体 長
さ の １ ／ ２ 長 さ の 部 分 に 軸 フ レ ー ム を 備 え 、 そ の 前 後 に 車 輪 を 支 え る フ レ ー ム を 各 々 ２ 本
ず つ 構 成 し 、 車 輪 軸 が 下 側 か ら 挿 入 で き る よ う な 車 軸 取 り 付 け 板 に 溝 を 設 け 、 荷 台 後 部 の
末 端 に 操 作 ハ ン ド ル を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 輪 車 軸 ８ が 入 る 位 置 は 、 荷 台 先 端 部 と 前 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 ４ の 外 径 部 が 同 一 線
上 と し 、 そ の 前 輪 車 軸 に 挟 み 込 む よ う に 右 側 前 部 荷 台 支 持 フ レ ー ム ７ ａ と 左 側 前 部 荷 台 支
持 フ レ ー ム ７ ｂ を 構 成 さ せ た も の で あ る 。 前 輪 車 輪 ８ を 荷 台 の 前 部 末 端 よ り 、 極 端 に 内 側
に 入 れ た 場 合 は 不 安 定 要 素 に な る の で 、 質 感 を 損 な わ ず 安 定 性 を 保 つ 、 上 記 の 位 置 が 理 想
的 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 後 輪 の 取 り 付 け 位 置 は 、 右 側 後 輪 車 軸 ９ ａ と 左 側 後 輪 車 軸 ９ ｂ の 取 り 付 け 位 置 で 決 ま る
が 、 そ の 中 心 幅 は 、 右 側 後 輪 と 左 側 後 輪 の 中 心 寸 法 で 、 荷 台 幅 の ６ ０ ％ 以 上 と し 、 荷 台 の
中 心 か ら 、 同 一 寸 法 で 振 り 分 け ら れ る も の で あ る 。 ま た 、 前 後 の 位 置 は 、 前 記 に 記 載 し た
よ う に 荷 台 全 体 長 さ の １ ／ ２ 長 さ か ら 、 ハ ン ド ル 部 に 向 か い そ の 中 心 寸 法 、 つ ま り 、 ハ ン
ド ル 側 か ら 荷 台 全 体 長 さ の ２ ５ ％ の 位 置 で 取 り 付 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 全 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 は 、 す べ て 同 一 寸 法 の 車 輪 及 び 車 軸 を 要 し 、 車 軸 取 り 付 け 板 の
溝 に 納 め ら れ 、 ナ ッ ト に よ り 、 両 側 か ら 組 み 合 わ せ る も の で あ る 。 ま た 、 前 輪 車 軸 ８ に は
、 右 側 前 部 荷 台 フ レ ー ム ７ ａ と 左 側 前 部 荷 台 フ レ ー ム ７ ｂ の 支 持 板 を 同 時 取 り 付 け と し な
け れ ば な ら な い 。 そ の 場 合 、 全 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 の 外 径 を 最 低 ２ ０ ０ ｍ ｍ と し 、 幅 は
５ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る の が 、 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 荷 台 は 、 全 体 に 水 抜 き を 設 け た 水 抜 き 板 と そ の 周 り に 滑 り 止 め を 組 み 合 わ せ た 構 造 と し
、 溶 着 固 定 す る 。 そ の 荷 台 と 各 フ レ ー ム と を 溶 着 固 定 さ せ 、 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 本 体 １ の
架 台 と す る も の で あ る 。 そ の 場 合 、 全 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪 を 取 り 付 け た 際 、 そ の 外 径 が
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、 荷 台 の 下 部 に 擦 ら な い 程 度 の 位 置 に 設 定 す る こ と は 重 要 で あ る が 、 隙 間 を 空 け 過 ぎ る と
台 車 本 体 の 不 安 定 要 素 に な る の で 、 最 小 限 の 隙 間 を 設 け な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 荷 台 の 水 抜 き 板 に は 、 パ ン チ ン グ メ タ ル や 網 目 状 板 な ど 上 げ ら れ る が 、 重 量 物 や 、 屋 内
作 業 、 屋 外 作 業 、 水 を 使 用 す る 作 業 、 土 や 肥 料 に 関 わ る 作 業 な ど 各 種 作 業 を 考 慮 し 、 網 目
状 板 の よ う に 水 の 溜 り が 殆 ど な い 板 で 、 ス テ ン レ ス 鋼 の よ う に 錆 に 強 い 板 を 組 み 合 わ せ る
こ と が 、 好 ま し い 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ の よ う に 車 軸 取 り 付 け 板 は 、 車 軸 が 下 側 か ら 入 る 溝 を 持 つ こ と で 、 車 輪 の 着 脱 が 容
易 で あ り 、 そ の 交 換 は ナ ッ ト を 外 す こ と な く 、 緩 め る だ け の 作 業 で 目 的 を 果 た せ る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 操 作 ハ ン ド ル ６ は 、 荷 台 の 後 部 に 位 置 し 、 溶 着 固 定 さ れ る も の で あ る が 、 そ の ハ ン ド ル
は 、 下 部 末 端 か ら 約 ６ ０ ～ ８ ０ ％ の 位 置 で 、 作 業 者 方 向 に 約 １ ４ ０ ～ １ ６ ５ 度 の 傾 斜 角 で
、 緩 や か な 曲 げ 角 度 を 設 定 す る も の で あ る 。 そ の 角 度 と 後 輪 の 取 り 付 け 位 置 関 係 か ら 、 容
易 な 方 向 転 換 が 可 能 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 考 案 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 本 体 １ の 自 重 は 、 最 大 限 に 軽 量 化 さ れ 、 車 輪 外 径 と 幅 に よ
る 安 定 性 と 悪 路 等 で の 軽 快 さ を 備 え た も の で あ る が 、 更 に 自 重 の 割 合 を 下 部 の 車 輪 に 持 っ
て 行 く こ と で 、 更 な る 安 定 性 が 増 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の こ と か ら 、 荷 台 に バ ケ ッ ト ２ 箱 を 並 べ て 乗 せ 、 運 搬 を し て み る と 運 搬 に 使 用 す る
押 し 力 は 少 な く 、 方 向 転 換 の 容 易 さ は 従 来 の 台 車 に 比 較 し 、 大 幅 な 向 上 と 云 え る も の で あ
る 。 ま た 、 前 部 の バ ケ ッ ト を 取 り 除 き 、 後 部 の み に し て み る と 更 に 軽 快 さ を 増 す の が 実 感
で き る 。 反 対 に 後 部 の バ ケ ッ ト を 取 り 除 き 、 前 部 の バ ケ ッ ト １ 箱 に し て み て も 従 来 の 台 車
以 上 の 軽 快 さ を 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 雪 国 で は 雪 上 の 運 搬 台 車 が な く 、 特 に ご み 搬 送 な ど に は 難 を 要 し て い る 。 老 人 な
ど は ご み 袋 を 持 つ こ と が 負 担 に な る 為 、 ご み を 除 雪 用 バ ケ ッ ト （ ス ノ ー ダ ン プ ） な ど に 乗
せ 、 収 集 場 所 へ 持 ち 込 ん で い る 。 し か し 、 バ ケ ッ ト 内 と ご み 袋 の 相 対 す る 滑 り が 相 乗 効 果
と し て 増 し 、 雪 道 で の 少 振 動 や 傾 き で 、 バ ケ ッ ト 内 か ら 落 ち る 場 合 が 多 い の が 現 実 で あ る
。 本 考 案 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 こ れ ら の 問 題 点 も 解 決 し 、 雪 上 道 路 で の 運 搬 作 業 に も
軽 快 さ を 発 揮 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 雪 道 や 悪 路 、 畑 、 農 道 、 又 は 運 搬 会 社 及 び 工 場 、 港 な ど あ ら ゆ る 場 所 に 使 用 可 能 で あ り
、 多 用 途 の 台 車 と 云 え る も の で あ る 。 持 つ 作 業 が な い こ と に よ り 、 子 供 か ら 老 人 ま で 、 幅
広 い 年 齢 層 へ の 使 用 が 可 能 で あ る 。 特 に 老 人 が 庭 作 り や 畑 作 業 に 従 事 又 は 趣 味 と し て 参 加
し て い る 場 合 は 、 肥 料 運 搬 や 取 り 入 れ 運 搬 で の 疲 労 負 担 を 大 幅 に 軽 減 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 輪 車 の よ う に 、 長 時 間 の 使 用 や 重 量 物 運 搬 で は 、 腰 痛 や そ の 他 の 筋 肉 痛 な ど を 心 配 す
る 必 要 が 考 え ら れ る が 、 本 考 案 の 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 は 、 腰 を 含 む 身 体 へ の 負 担 を 最 小 限
に 抑 え る 機 能 を 備 え て い る 為 、 使 用 者 の 健 康 配 慮 を 示 し た 台 車 と も 云 え る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 底 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
　 １ 、 　 多 用 途 軽 快 三 輪 台 車 の 本 体
　 ２ 、 　 滑 り 止 め
　 ３ 、 　 フ レ ー ム
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　 ４ 、 　 前 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪
　 ５ ａ 、 右 側 後 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪
　 ５ ｂ 、 左 側 後 輪 接 地 部 柔 軟 性 支 持 車 輪
　 ６ 、 　 操 作 ハ ン ド ル
　 ７ ａ 、 右 側 前 部 荷 台 支 持 フ レ ー ム
　 ７ ｂ 、 左 側 前 部 荷 台 支 持 フ レ ー ム
　 ８ 、 　 前 輪 車 軸
　 ９ ａ 、 右 側 後 輪 車 軸
　 ９ ｂ 、 左 側 後 輪 車 軸
１ ０ 、 水 抜 き 荷 台 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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